
親
し
ま
れ
る

親
し
ま
れ
る

歴
史
博
物
館

歴
史
博
物
館

に
向
け
て

に
向
け
て
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★本紙は新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。�

����������　
教
育
委
員
会
で
は
、昨
年
発
生
し
た
歴
史
博

物
館
所
蔵
資
料
の
事
件
、事
故
を
ふ
ま
え
、厳

正
な
資
料
管
理
の
も
と
で
、こ
れ
か
ら
の
歴
史

博
物
館
が
区
民
を
は
じ
め
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
か
ら
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
き
ま
し
た
。�

　
昨
年
12
月
に
は
、「
親
し
ま
れ
る
歴
史
博
物

館
を
考
え
る
会
」を
設
置
し
、博
物
館
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。こ
の
検
討
結
果
が
こ
の
た
び「
提

言
」と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。新
宿
区
は
、こ
の「
提
言
」を

も
と
に
、親
し
ま
れ
る
歴
史
博
物
館
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。�

�
　平成16年4月から、区民ギャラリーの2階部分は、（仮称）環境学習情報センター
となりますので、区民ギャラリーとしての利用はできなくなります。�
　1階は、引き続きご利用いただけますが、区民利用の場合でも有料（平成16年
10月利用分から）となります。詳細は下記にお問い合わせください。�
�

�
◆教育委員会について�

　教育委員会は、区議会の同意を得て区長が任命した５
名の委員で構成する合議制の執行機関です。�
　会議は、毎月１回第１金曜日に定例会を、また、必要に応
じて臨時会を開催して、教育行政の基本的施策の決定や
議案の審議をするほか、諸事項について事務局から報告
を受けています。�
　今号では、平成15年8月1日から12月5日までに行われた
教育委員会の主な議決事項等をお知らせいたします。�
�

■議　　案�

○平成16年度使用新宿区立小学校、中学校教科用図書
　の採択について�
○平成15年度新宿区一般会計補正予算（第３号）について�
○平成16年度新宿区立幼稚園の学級編制方針について�
○新宿区立区民ギャラリー条例（全部改正）について�
�

○新宿区文化財保護審議会委員の委嘱について�
○第五次・学校適正配置計画について�
○新宿区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を
　改正する条例について�
�
■報告事項�

○21世紀の区立幼稚園ビジョン検討委員会について�
○第２回新宿シティーハーフマラソンの実施について�
○平成16年度区立小学校・中学校の申込状況について�
○学校給食調理業務民間委託実施校について�
○スクール・コーディネーター制度について�
○親しまれる歴史博物館を考える会の提言について�
○新宿区子ども読書活動推進計画（素案）について�
�

■協議事項�

○「教育行政の推進にあたって」について�

�

　教育委員会では、平成１5年11月19日に第1回「幼児・児童・生徒表彰」を行い、
表彰状と盾を授与し、その栄誉をたたえました。�
■団　　体�

新宿区立四谷中学校硬式テニス部�
　第42回東京都中学校総合体育大会　団体男子の部第3位�
新宿区立戸塚第三小学校1～3年児童�
　地域の高齢者へのボランティア活動�
■個　　人�

岸本　翔太郎さん（落合第一小学校6年）�
平成15年度全日本ジュニアテニス選手権大会  12歳以下男子ダブルス準優勝�

日下　虎太朗さん（落合第一小学校6年）�
平成15年度東京都空手選手権大会　小学生6年組手の部優勝�

三井　梨紗子さん（落合第一小学校4年）�
平成15年度全国JOCジュニアオリンピックカップ�
10～12歳部門シンクロ競技チーム第5位�

藤平　翔さん（牛込第二中学校3年）�
2003年C.A.B.A（米国選手権大会）ベスト8�

長谷川　未佳さん（牛込第二中学校2年）�
南関東ブロックジュニアスキー選手権大会　回転競技第3位�

清水　貴司さん（戸塚第一中学校2年）�
平成15年度東京都中学校放送コンテスト　アナウンス部門準優勝�

栗栖　泰之介さん（戸塚第一中学校2年）�
平成15年度東京都中学校放送コンテスト　朗読部門第3位�

浅野　真雄さん（戸塚第一中学校3年）�
平成15年度東京都中学校春季体操競技大会　男子あん馬、男子跳馬第2位�

宮本　雄志郎さん（四谷中学校1年）�
平成15年度全国JOCジュニアオリンピックカップ　200メートルリレー優勝�
�
�
�

●新宿区は、身近な環境に配慮した、地球にやさしいまちづくりを推進しています。「しんじゅくの教育」は、森林資源の保護とリサイクル促進のため、古紙を利用した再生紙を使用しています。�
�
�
�

しんじゅくの教育　第65号　平成15年（2003年）12月20日発行�

�
　一年ぶりに新宿シティハーフマラソンが復活します。4,000人ものマラソン愛好
家や子どもたち、親子が参加します。ゲストランナーとして瀬古利彦さん（エスビー
食品陸上部監督）も登場！　沿道から、国立競技場から、あたたかい声援をお送
りください（コース等の詳細はレガスホームページhttp ://www.regasu-
shinjuku.or.jpをご覧ください）。�
【日時・種目】平成16年2月1日（日）ハーフマラソンの部（午前10時30分～）、
　10kmの部（午前９時10分～）、�
　健康マラソンの部〔３km・２km〕�
   （午前９時13分～）�
【主催】新宿区・新宿区教育委員会・
　新宿シティハーフマラソン実行委員会�
【主管】新宿区陸上競技協会・東京�
　陸上競技協会・(財)新宿区生涯学
　習財団�

�
�
　会議の日程、場所、開始時刻、議案等については、
四谷区民センター（内藤町87）の教育委員会掲示
板に掲示しています。または、下記までお問合せく
ださい。�
　傍聴をご希望される方は、開始時刻の10分前ま
でに会議場へお越しください。その場で傍聴券を
お渡しします。ただし、お酒を飲んでいる等傍聴を
するのに不適当と認められるときや会議場の都合
で多くの方が入場できないときには、傍聴をお断り
する場合があります。�
  また、議案等の内容が個人情報に関係するなど
会議を公開することが不適当と教育委員会が決
定した場合は、非公開とすることもありますので、あ
らかじめご了承ください。�
���　問合せ　教育政策課管理係　　（3341）4332

教育委員会はどなたでも傍聴できます�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

編集・発行／新宿区教育委員会　新宿区内藤町87　電話3209－1111�
http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/�

平和宣言都市・環境宣言都市�

新宿区�

第65号�
平成15年（2003年）12月20日�
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古紙配合率100%再生紙を使用しています�

　新宿歴史博物館は、全館燻蒸作業のため休館します。�
【臨時休館日】12月23日(火・祝)～28(日)�
　なお、年末年始のため12月29日(月)～1月3日(土)はお休みします。このため、
年内は12月21日(日)まで開館し、年始は1月4日(日)から開館します。�
�

�
�
　12月5日開催の教育委員会定例会で、「第五次・学校適正配置計画」として
決定された戸塚・大久保地区中学校適正配置の概要は以下のとおりです。�
【統合】戸塚第一中学校と戸山中学校、東戸山中学校と大久保中学校を統合�
【実施時期】平成17年4月1日（下記の仮校舎で新校開校）�
【仮校舎】新校舎建設期間中は戸山中学校と東戸山中学校を仮校舎とする�
【統合新校の位置】戸塚第一中学校と大久保中学校の校地�
【校名】戸塚第一・戸山中学校の統合新校名称「新宿区立西早稲田中学校」�
　　　東戸山・大久保中学校の統合新校名称「新宿区立新宿中学校」�
【通学区域】統合新校の各々の通学区域は、戸塚第一中学校と戸山中学校の
通学区域を併せた区域、東戸山中学校と大久保中学校の通学区域を併せた
区域�
�
�
�

　平成11年度から取り組みを続けている四谷地区小学校の適正配置につい
ては、この夏に旧四谷第一、四谷第三及び四谷第四小学校関係者を対象に、
合同の地域説明会を開催させていただきました。�
　今後も、引き続き統合に向けて、話し合いを進めてまいります。�
�

������������������●
子
ど
も
た
ち
の
読
書
は
今
�

　
読
書
活
動
は
、子
ど
も
が
言
葉
を
学
び
、感

性
を
磨
き
、表
現
力
や
創
造
力
を
高
め
な
が
ら
、

将
来
の
夢
を
育
み
、自
己
実
現
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、一
方
で
読
書
活
動
に
関
す
る
最
近
の

調
査（
※
１
）に
よ
る
と
、小
・
中
・
高
校
生
の
不

読
者
率（
1
ヶ
月
間
1
冊
も
本
を
読
ま
な
か
っ

た
者
）は
過
去
最
高
を
示
し
、読
書
離
れ
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
国
際
的
な
調
査（
※
２
）で
も「
趣

味
と
し
て
読
書
を
し
な
い
」
生
徒
の
割
合
が
、

O
E
C
D
参
加
国
の
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、

最
も
高
い
割
合
を
示
す
な
ど
、子
ど
も
の
読
書

環
境
を
憂
慮
し
、積
極
的
な
整
備
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

●
国
・
都
の
動
き
�

　
こ
う
し
た
中
、平
成
13
年
12
月
に「
子
ど
も

読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ

れ
、国
や
地
方
公
共
団
体
が
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。東
京
都
は
平
成
15
年
3
月
に「
東

京
都
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を
策
定

し
、都
の
取
組
み
と
区
市
町
村
に
期
待
す
る
取

組
み
を
示
し
ま
し
た
。�

�●
計
画
策
定
に
向
け
て
�

　
新
宿
区
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
本
離
れ
、読

書
離
れ
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
16

年
3
月
の
公
表（
予
定
）に
向
け
て
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、計
画
に
盛
り
込

も
う
と
し
て
い
る
内
容（
骨
子
と
具
体
的
な
取

組
み
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�　
問
合
せ
 
中
央
図
書
館
�

　
　
　
　
 
　（
３
３
6
4
）1
4
2
1

読
書
活
動
の
役
割
と
現
状

親
し
ま
れ
る

親
し
ま
れ
る

歴
史
博
物
館

歴
史
博
物
館

に
向
け
て

に
向
け
て

親
し
ま
れ
る
歴
史
博
物
館

親
し
ま
れ
る
歴
史
博
物
館

を
考
え
る
会
提
言
の
概
要

を
考
え
る
会
提
言
の
概
要

親
し
ま
れ
る
歴
史
博
物
館

を
考
え
る
会
提
言
の
概
要

�����●
基
本
的
方
針
�

�①
資
料
収
集
意
図
を
明
確
に
す
る
�

②
的
確
な
資
料
収
集
を
行
う
。�

③
資
料
の
綿
密
な
調
査
を
す
る
。�

④
資
料
を
責
任
を
も
っ
て
保
存
し
、活
用
す
る
。�

⑤
職
員
の
能
力
と
施
設
を
活
か
す
。�

　
こ
れ
ら
の
方
針
の
も
と
、区
民
の
参
加
を
よ

り
進
め
る
た
め
の
体
制
が
必
要
で
す
。�

●
具
体
的
な
取
り
組
み
�

�・
博
物
館
経
営
の
活
性
化
�

　
常
設
展
示
の
工
夫
や
思
い
切
っ
た
事
業
展
開

の
実
施
、区
民
か
ら
の
調
査
要
望
に
応
じ
ら
れ

る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
確
立
、ま
た
、区
内
民
間

ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
共
同
企
画
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョッ

プ
の
設
置
な
ど
柔
軟
な
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、

博
物
館
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。ま
た
、諮

問
機
関
や
友
の
会
を
設
置
し
た
り
、多
様
な
場

面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、博
物
館
の
運
営

の
活
力
と
す
る
。�

・
子
ど
も
に
親
し
ま
れ
る
た
め
の
博
物
館
�

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来
ら
れ
る
よ

う
な
雰
囲
気
づ
く
り
や
保
護
者
へ
の
情
報
提
供

を
行
う
。ま
た
、学
校
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り
、小
・
中
学
生
の
利
用
を
促
進
す
る
。�

・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
博
物
館
情
報
の
提
供
�

　
所
蔵
資
料
を
適
正
か
つ
有
効
に
活
用
す
る

た
め
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、誰
も
が
気
軽
に
情
報

を
活
用
で
き
る
よ
う
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し

て
、十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
。�

・
施
設
・
設
備
な
ど
の
環
境
整
備
�

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
年
代

に
と
っ
て
魅
力
的
な
博
物
館
と
な
る
よ
う
、表

示
案
内
の
整
備
や
展
示
室
の
充
実
な
ど
、く
つ

ろ
げ
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
。�

�　
な
お
、「
提
言
」の
全
文
は
生
涯
学
習
振
興

課
文
化
財
係
・
新
宿
歴
史
博
物
館
・
区
立
図
書

館
・
区
政
情
報
セ
ン
タ
ー
等
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、�

新
宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

（http://w
w
w
.city.shinjuku.tokyo.jp/

）で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。�

計画の骨子と具体的な取組

家庭での読書活動の啓発・支援／読み聞かせに関する事業の推進・支援／地域ボランティ
ア等との連携・支援／情報提供の充実／病院サービスなど�

●図書館・学校等における読書環境の充実を図ります。�

中央図書館児童室の充実／図書選書、レファレンスの充実／学校図書館図書の充実／
学校図書館におけるボランティアの活用／研修の充実／団体貸出の利用推進など／�
区立図書館と学校図書館の連携／外国語のお話し会の開催／人形劇等の充実など�
�

ご意見は、平成16年1月6日(火)までに中央図書館管理係（〒161-0033 下落合1-9-8）へ郵送(必着)・
FAX（5389-2241）またはご持参ください。新宿区ホームページでも受け付けています。�
（パブリック・コメントの詳細については、ホームページと「広報しんじゅく」12月15日号に掲載しています。）�

●読書活動に関わる人たちと団体を支援します。�

地域ボランティアとの連携／情報提供の充実／「読み聞かせ会」講演会の開催�

各区立図書館・広報課（本庁舎３階）・教育政策課企画調整係（四谷庁舎５階）で配布す
るほか、新宿区ホームページの図書館のページでも全文をご覧いただけます。�

「新宿区子ども読書活動推進計画（素案）」について、ご意見をお寄せください�

※１�
「第49回学校読書調査(全国学校図書館
協議会・毎日新聞社平成15年6月実施)」�
＜不読者率－1ヶ月間1度も本を読まなかっ
た者＞�
�
�
�
�
※２�
「OECD（経済協力開発機構）生徒の学習
到達度調査（PISA）2000年」�
＜趣味で読書をしない生徒の割合＞�
�
�

9.3％�
31.9％�
58.7％�

小学生（4年生以上） �
中学生�
高校生�

：�
：�
：�

：�
：�
55.0％�
31.7％�

日本 �
OECD参加国の平均�

きしもと� しょうたろう�

く さ か � こ　た　ろう�

み つ い � り　さ　こ�

ふじひら� かける�

は せ が わ � み　か�

し み ず � た か し �

く り す � ひ ろ の す け �

あ さ の � ま　お�

みやもと� ゆ う し ろ う �

「新宿区子ども
読書活動推進計画
を策定しています」

「新宿区子ども
読書活動推進計画
を策定しています」

「新宿区子ども
読書活動推進計画
を策定しています」

「新宿区子ども読書活動推進計画（素案）」の全文を配布しています。�

●子どもの読書の機会が増えるよう家庭・地域等の読書環境の整備を図ります。�

読み聞かせをする親子（中央図書館児童室にて）�

親
し
ま
れ
る

歴
史
博
物
館

に
向
け
て

　問合せ　生涯学習財団事業課　　　（3232）7701

　問合せ　生涯学習振興課　　　（3341）4439 　問合せ　新宿歴史博物館（三栄町22）　　　（3359）2131

　問合せ　教育環境整備課　　　（3341）4358

　
問
合
せ
 
生
涯
学
習
振
興
課
文
化
財
係
�

　
　
　
　
 
　（
３
３
4
1
）5
1
3
7
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������������������　
現
在
、区
立
学
校
全
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
に
小
学
校
１
校
に
つ
き
20
台
、中

学
校
１
校
に
つ
き
40
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
配
置
さ
れ
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
能

力（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
※
１
参
照
）

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。全
国
的
に

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
敷
設
す
る
学
校
が
増

え
つ
つ
あ
り
、よ
り
一
層
教
育
活
動
の
中

で
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。�

　
そ
こ
で
、新
宿
区
で
も
本
年
９
月
よ

り
モ
デ
ル
校
と
し
て
、新
宿
区
立
余
丁

町
小
学
校
で
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
運
用
が
始

ま
り
、普
通
教
室
に
各
２
台
、６
つ
の
特

別
教
室
に
各
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。�

��������������

　
す
で
に
、余
丁
町
小
学
校
は
、情
報

教
育
に
つ
い
て
先
進
的
な
研
究
を
進
め

て
お
り
、こ
れ
ま
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

利
用
し
た
授
業
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
き

ま
し
た
。総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
も
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
利
用
が
多
く
な
り
、

各
学
年
で
競
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用

し
て
き
ま
し
た
。�

　
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
よ
り
、自
分

の
教
室
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調
べ
学
習
や
学
習

発
表
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
れ

る
機
会
が
さ
ら
に
多
く
な
っ
た
た
め
、一

人
一
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
も
ま

す
ま
す
向
上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
し

て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
掲
示
板
や

メ
ー
ル
の
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
指
導
す
る
教
員
も
教
材
研
究
な
ど

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
、子
ど
も
た

ち
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

た
め
の
授
業
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま

す
。�

�

�

しんじゅくの教育　第65号　平成15年（2003年）12月20日発行� しんじゅくの教育　第65号　平成15年（2003年）12月20日発行�

「
し
ん
じ
ゅ
く
の
教
育
」編
集
担
当
で
は
、皆
様
の
ご
意
見
、ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ま
た
、新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
等
で
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
問
合
せ
　
教
育
政
策
課
企
画
調
整
係
　
　（
３
３
４
１
）４
３
５
２�

津 久 戸 �
江 戸 川 �
市 谷 �
愛 日�
早 稲 田 �
鶴 巻 �
牛 込 仲 之 �
富 　 久 �
余 丁 町 �
東 戸 山 �
四 谷 第 三 �
四 谷 第 四 �
四 谷 第 六 �
花 園 �
大 久 保 �
天 神 �
戸 山 �
戸 塚 第 一 �
戸 塚 第 ニ�
戸 塚 第 三 �
落 合 第 一 �
落 合 第 ニ�
落 合 第 三 �
落 合 第 四 �
落 合 第 五 �
落 合 第 六 �
淀 橋 第 四 �
柏 木 �
西 新 宿 �
西 戸 山 �
合 計 �

80�
80�
80�
80�
120�
80�
80�
80�
80�
80�
80�
40�
80�
40�
80�
80�
120�
80�
80�
80�
80�
80�
120�
80�
80�
80�
80�
80�
80�
80�

2,440

�����������　
教
育
委
員
会
で
は
「
地
域
の
教
育
力
の
充
実
・

支
援
」
と
し
て
、多
く
の
活
動
団
体
と
連
携
し
、

地
域
の
大
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
子

ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
回
は
、こ
れ
か
ら
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

��　
昨
年
に
引
き
続
き
、和
太
鼓
や
芝
居
づ
く
り

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
表
現
活
動
を
行
う
地
域

団
体
が
協
力
し
て
、舞
台
の
博
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。親
子
で
一
緒
に
舞
台
を
楽
し
む
と
と
も

に
、地
域
団
体
同
士
が
交
流
す
る
こ
と
で
、さ
ら

に
個
々
の
活
動
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。�

【
日
時
】平
成
16
年
１
月
18
日（
日
）�

公
演
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
開

場
午
後
１
時
）�

茶
話
会
／
３
時
30
分
〜
４
時
30
分
�

【
会
場
】牛
込
箪
笥
区
民
ホ
ー
ル
�

【
参
加
費
】無
料（
茶
話
会
は
自
由
参
加
・
お
茶

代
２
０
０
円
）�

【
主
催
】同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
実
行
委
員
会
�

��　
中
学
生
が
実
行
委
員
と
な
り
、新
宿
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
大
人
と
協
力
し
て
企
画
、

運
営
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、来
春
で
５
回
目
を

迎
え
ま
す
。�

【
日
時
】平
成
16
年
３
月
27
日（
土
）�

【
会
場
】新
宿
区
立
大
久
保
中
学
校
�

　
昨
年
は
、中
学
生
16
名
で
実
行
委
員
会
を
結

成
。開
催
に
む
け
て
、何
度
も
話
し
合
い
を
重

ね
ま
し
た
。大
人
も
様
々
な
形
で
協
力
を
し
ま

し
た
が
、実
行
委
員
の
自
主
性
を
生
か
し
て
運

営
し
て
い
き
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、「
心
理
ゲ
ー
ム
」「
お
ま
け
付
き
ゲ
ー

ム
」な
ど
の
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、会

場
は
約
２
０
０
人
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。収
益
金
は
、実
行
委
員
会
の
発
案
で
、介
助

犬
協
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。�

���������������

�

「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る『
お
ま
つ
り
』っ
て

ど
ん
な
感
じ
？
」「
自
分
た
ち
が
楽
し
い
こ
と
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」な
ど
な
ど
、み
ん
な
で
意
見

を
出
し
合
い
、作
り
上
げ
る
の
が
実
行
委
員
会

で
す
。「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、や
り
た
い
こ
と
」の

実
現
に
向
け
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
　

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か
は
み
な
さ
ん
次
第
で

す
。中
学
生
の
方
、ど
う
ぞ
ご
応
募
下
さ
い
。�

�����　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
二
年
に
な
り
ま
す
。こ
の
間
、批
判
や
不
安
が

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
学
力
低
下
に
つ
い
て
、ま

た
新
た
に
導
入
さ
れ
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
つ
い
て
、教
育
委
員
会
と
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
か
、こ
の
紙
面
を

借
り
て
報
告
し
ま
す
。�

　
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
伴
い
、授
業
時
間

や
学
習
内
容
が
減
っ
た
こ
と
で
子
ど
も
の
学
力

低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
ご
意
見
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。文
部
科

学
省
は
、「
授
業
時
間
数
が
減
る
代
わ
り
に
、教

え
る
内
容
を
厳
選
し
、従
来
の
詰
め
込
み
や
丸

暗
記
と
い
っ
た
知
識
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、基

礎
・
基
本
の
定
着
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、授
業
が

分
か
ら
な
い
子
を
な
く
す
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
、新
宿
区
教
育
委
員

会
で
は
、小
学
校
六
年
生
か
ら
中
学
校
一
年
生
へ

の
移
行
期
の
学
習
内
容
の
重
複
や
空
白
部
分

を
な
く
す
た
め
、四
谷
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
小
・

中
連
携
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今

で
は
、区
内
全
校
で
同
様
の
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、各
学
校
で
は
、基
礎
・
基
本
の
定

着
を
図
る
た
め
、二
人
の
先
生
を
配
置
し
た
り
、

一
ク
ラ
ス
を
二
組
に
分
割
し
た
少
人
数
に
よ
る

学
習
や
同
じ
教
科
で
も
習
熟
度
に
よ
っ
て
ク
ラ

ス
を
分
け
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
て
学
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
ま
た
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
平
成
14
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、新
宿
区
で
は
平
成

12
年
度
か
ら
試
行
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
狙
い

は
、単
に
知
識
の
量
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

社
会
奉
仕
や
自
然
体
験
を
通
し
て
、積
極
的

に
自
ら
考
え
る
力
、新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。�

　
教
育
委
員
会
と
学
校
で
は
、子
ど
も
た
ち
が

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、解
決
す
る
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
、地
域
と
連
携
し
た
新
た
な
教
育
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
モ
デ
ル
と
し
て
戸
山

中
と
大
久
保
中
の
生
徒
が
、５
年
ほ
ど
前
か
ら

百
人
町
大
久
保
地
区
の
商
店
街
で
の
商
業
体

験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
地
域
と
学
校
の
三
者
が一
体
と
な
っ
て
実
現
し

た
ケ
ー
ス
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
、こ
の
体
験
で

学
ん
だ
成
果
を
校
内
で
発
表
し
公
開
し
て
い
ま

す
。今
後
は
、さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力

の
育
成
と
健
や
か
な
成
長
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
学
力
は
、知
識
だ
け

で
は
な
く
、思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
、学
習

意
欲
な
ど
で
す
。こ
れ
か
ら
も
総
合
的
な
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
、地
域
に
根
ざ
し
た

学
校
の
利
点
を
充
分
に
生
か
し
た
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。�

�

�

������　
新
宿
区
で
は
、平
成
16
年
度
に
小
・
中
学

校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生
を
対
象
に
、学
校

選
択
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
今
号
で
は
、９

月
と
10
月
に
実
施
し
た
小
・
中
学
校
の
申

し
込
み
結
果
等
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
学
校
選
択
制
度
に
つ
い
て
、詳
し
く
は

新
宿
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.city.�

sh
in
ju
k
u
.to
k
yo
.jp
)

の
教
育
委
員
会
の

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
�

�〔
小
学
校
〕
�

�【
市
谷
・
戸
塚
第
一
・
落
合
第
一
・
落
合
第
四

小
学
校
】�

　
受
け
入
れ
可
能
数
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

抽
選
を
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。施
設
の
状

況
、私
立
小
学
校
へ
の
過
去
の
入
学
の
動
向

等
を
検
討
し
た
結
果
、希
望
者
全
員
の
入
�

������学
が
可
能
と
判
断
し
た
た
め
で
す
。�

【
余
丁
町
・
花
園
小
学
校
】�

　
入
学
希
望
者
数
は
受
け
入
れ
可
能
数
と

ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、通
学
区
域
外
の
方
を

対
象
に
抽
選
を
実
施
し
ま
し
た
。過
去
の
転

入
者
の
動
向
等
か
ら
、今
後
、受
け
入
れ
可

能
数
を
上
回
る
可
能
性
が
あ
り
、施
設
の
状

況
も
教
室
の
転
用
が
困
難
な
た
め
で
す
。�

　
ま
た
、隣
接
通
学
区
域
に
今
後
転
入
・
転

居
す
る
方
で
、余
丁
町
・
花
園
小
学
校
を
選

択
す
る
方
は
、受
付
順
に
補
欠
登
録
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。�

【
西
戸
山
小
学
校
】�

　
受
入
れ
可
能
数
は
超
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
転
入
者
の
動
向
等
か
ら
推
測
す
る

と
受
け
入
れ
可
能
数
を
上
回
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。抽
選
は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、隣
接
通
学
区
域
に
今
後
転
入
・
転
居
す

る
方
で
、西
戸
山
小
学
校
を
選
択
す
る
方
は
、

受
付
順
に
補
欠
登
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

【
そ
の
ほ
か
の
小
学
校
】�

　
抽
選
は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。�

�〔
中
学
校
〕
�

�　
牛
込
第
二
・
牛
込
第
三
・
四
谷
・
戸
塚
第
一・

落
合
・
落
合
第
二
・
西
新
宿
中
学
校
で
、入
学

希
望
者
数
が
受
け
入
れ
可
能
数
を
上
回
り

ま
し
た
が
、施
設
の
状
況
、私
立
中
学
校
へ
の

過
去
の
入
学
の
動
向
等
を
検
討
し
た
結
果
、

希
望
者
全
員
の
入
学
が
可
能
と
判
断
し
、す

べ
て
の
学
校
で
抽
選
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

（
牛
込
第
三
中
学
校
は
、今
後
の
転
入
者
の

動
向
等
か
ら
推
測
す
る
と
受
け
入
れ
可
能

数
を
上
回
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、今
後
通

学
区
域
外
に
転
入
・
転
居
す
る
方
で
、同
校

を
選
択
す
る
方
は
、受
付
順
に
補
欠
登
録

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。�

　
問
合
せ
 
学
校
運
営
課
学
校
運
営
支
援
係

　
　
　
　
 
 （
３
３
４
１
）４
3
8
3

学校名�

31�
41�
75�
37�
84�
36�
55�
24�
54�
37�
53�
38�
40�
33�
52�
26�
65�
80�
48�
35�
84�
58�
55�
83�
41�
60�
43�
48�
45�
52�

1,513

12�
1�
28�
7�
23�
1�
10�
6�
33�
16�
11�
6�
3�
11�
2�
7�
21�
16�
9�
3�
16�
6�
29�
11�
5�
2�
7�
11�
0�
26�
339

5�
21�
4�
6�
19�
18�
11�
8�
7�
10�
5�
20�
9�
5�
26�
16�
21�
1�
19�
18�
10�
16�
3�
8�
16�
16�
12�
4�
3�
2�

339

38�
 21�
99�
38�
88�
19�
54�
22�
80�
43�
59�
24�
34�
39�
28�
17�
65�
95�
38�
20�
90�
48�
81�
86�
30�
46�
38�
55�
42�
76�

1,513

計�

牛 込 第 一 �
牛 込 第 二 �
牛 込 第 三 �
四 谷 �
戸 塚 第 一 �
東 戸 山 �
落 合 �
落 合 第 ニ�
西 新 宿 �
大 久 保 �
西 戸 山 �
西 戸 山 第 二 �
戸 山 �
合 計 �

160�
120�
120�
160�
120�
120�
120�
160�
120�
120�
120�
120�
120�
1,680

94�
113�
158�
165�
104�
137�
127�
178�
127�
73�
91�
98�
93�

1,558

45�
38�
58�
15�
28�
4�
22�
20�
9�
9�
27�
0�
15�
290

41�
17�
9�
4�
7�
92�
7�
9�
4�
32�
8�
43�
17�
290

98�
134�
207�
176�
125�
49�
142�
189�
132�
50�
110�
55�
91�

1,558

●小学校　学校選択制度（9月1日～24日）選択結果�

●中学校　学校選択制度（10月1日～31日）選択結果�

�������������������　
新
宿
区
で
は
、す
べ
て
の
小
・
中
・
養
護
学

校
、幼
稚
園
で
子
ど
も
の
確
か
な
学
力
の
向

上
と
よ
り
効
果
的
な
人
間
性
の
育
成
の
た

め
に
、特
色
あ
る
学
校（
園
）づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。�

　
「
特
色
あ
る
学
校（
園
）づ
く
り
」
と
は
、

学
校（
園
）が
従
来
の
教
科
の
授
業
を
行
う

だ
け
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
や
保
護
者
、地

域
の
期
待
に
応
え
、学
校（
園
）の
創
意
工
夫

で
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る
取
り

組
み
で
す
。具
体
的
に
は
、「
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
地
域
の
方
を
招
く
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
積
極
的
に
地
域
と
交
流

す
る
」、「
環
境
を
生
か
し
た
自
然
観
察
を

行
う
」、「
英
語
活
動
を
通
し
て
国
際
理
解

を
深
め
る
」、「
伝
統
・
文
化
に
触
れ
、郷
土

愛
を
育
む
」な
ど
学
校
や
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
教
育
委
員
会
で
は
、今
年
度
、特
色
あ
る

学
校（
園
）づ
く
り
事
業
と
し
て
20
校（
園
）

に
予
算
の
支
援
を
し
て
い
ま
す（
下
表
参
照
）。

今
後
は
、さ
ら
に
多
く
の
学
校（
園
）に
拡
大

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

　
こ
う
し
た
特
色
あ
る
学
校（
園
）づ
く
り

の
取
り
組
み
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
は
新
し

い
分
野
や
人
と
の
出
会
い
に
よ
り
、個
性
や

可
能
性
を
伸
ば
し
、地
域
と
の
か
か
わ
り
に

よ
っ
て
、生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。�

��“一人
二
鉢
運
動
”〜
自
分
と
町
を
花
で
飾
ろ
う
�

　「
こ
れ
は
私
た
ち
が
育
て
た
花
で
す
」と

差
し
出
す
子
ど
も
た
ち
。「
あ
り
が
と
う
。

大
切
に
育
て
ま
す
」と
笑
顔
で
受
け
取
る
駅
、

消
防
署
、児
童
館
な
ど
の
地
域
の
皆
さ
ん
。�

　
今
年
度
、落
合
第
一
小
学
校
で
は
、『
一
人
二

鉢
運
動
〜
一
鉢
は
自
分
や
家
庭
に
、も
う
一
鉢

は
地
域
に
〜
』に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。種

ま
き
、水
や
り
、植
え
替
え
と
一
生
懸
命
に
世

話
を
し
て
、ペ
ニ
チ
ュ
ア
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、コ

ス
モ
ス
、百
日
草
な
ど
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、自
ら
育
て
た
花
で
町
を
飾

る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、地
域
に
愛
着

を
持
ち
、心
豊
か
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。�

��

���������

　
�

�　
新
宿
区
で
は
、現
在
の
区
の
教
育
課
題

や
学
校（
園
）内
の
課
題
に
つ
い
て
、モ
デ
ル

校
を
設
定
し
て
２
年
間
の
研
究
を
進
め
、

毎
年
８
校（
園
）程
度
が
研
究
の
発
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

　
研
究
発
表
校
は
、学
校
ご
と
に「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
や
各
教
科
の
指
導
や
評
価

に
つ
い
て
」「
小
・
中
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

な
ど
の
統
一テ
ー
マ
を
設
定
し
、全
学
年
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。一ク
ラ
ス
の
授
業
を
校

内
の
先
生
全
員
で
見
学
し
意
見
を
出
し
合
っ

た
り
、講
師
を
招
い
て
テ
ー
マ
を
分
析
し
た
り
、

工
夫
を
こ
ら
し
て
よ
り
よ
い
授
業
づ
く
り
の

研
究
を
進
め
、公
開
授
業
と
し
て
発
表
し
ま

す
。特
に
、全
国
研
究
大
会
と
し
て
行
わ
れ

る
研
究
発
表
に
は
、自
校
だ
け
で
は
な
く
区

内
他
校
の
教
員
も
協
力
し
、よ
り
充
実
し
た

発
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
研
究
発
表
を
重
ね
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
、区

立
学
校
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。�

������

��　
西
戸
山
小
学
校
で
は
、「
う
ご
か
せ
、こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
」を
共
通
イ
メ
ー
ジ
に
掲
げ
、「
自

ら
学
び
、豊
か
に
か
か
わ
る
子
ど
も
の
育
成

―
問
い
を
も
っ
て
追
究
し
、学
び
あ
う
活
動

を
通
し
て
―
」を
テ
ー
マ
に
、社
会
科
・
生
活

科
に
お
い
て
２
年
間
の
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。10
月
31
日
に
は
、全
国
小
学
校
社
会

科
研
究
協
議
会
東
京
大
会
を
兼
ね
た
研
究

発
表
を
行
い
ま
し
た
。�

　
社
会
科
で
は
、「
市
民
・
国
民
と
し
て
行
動

す
る
上
で
必
要
な
資
質
」、言
い
換
え
れ
ば

「
み
ん
な
の
中
で
生
き
て
い
け
る
知
恵
」の
基

礎
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
標
で
あ
り
、体

験
的
な
活
動
や
多
様
な
活
動
を
通
し
て
、子

ど
も
た
ち
が
問
い
を
も
っ
て
追
求
し
、意
欲

的
に
学
び
合
う
こ
と
で
、社
会
的
な
見
方
や

考
え
方
が
育
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�����������������　
戸
塚
第
二
小
学
校
の
テ
ー
マ
は「
感
じ
る

子
・
調
べ
る
子
・
考
え
る
子
の
育
成
―
理
科
・

生
活
科
を
通
し
て
―
」。地
域
の
自
然
観
察

を
中
心
と
し
た「
見
つ
け
た
活
動
」を
通
し

て
、自
然
環
境
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、

自
分
で
課
題
を
見
つ
け
考
え
る
と
い
う
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、疑
問

を
感
じ
た
り
感
動
す
る
体
験
を
繰
り
返
す

中
で
、自
分
で
調
べ
解
決
す
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
す
こ
と
を
身
に
付

け
る
と
と
も
に
、自
然
を
愛
す
る
心
も
育
っ

て
き
て
い
ま
す
。�

�

西戸山幼稚園�

鶴 巻 幼 稚 園 �

戸 山 幼 稚 園 �

市 谷 小 学 校 �

富 久 小 学 校 �

東戸山小学校�

四谷第三小学校�

四谷第四小学校�

四谷第六小学校�

花 園 小 学 校 �

大久保小学校�

天 神 小 学 校 �

戸塚第三小学校�

落合第一小学校�

落合第六小学校�

西新宿小学校�

西戸山小学校�

四 谷 中 学 校 �

戸塚第一中学校�
�

戸 山 中 学 校 �

地域のネットワークを生かした幼稚園教育�

子育て支援�

英語で遊ぼう�

金沢小との交流教育�

英語活動の研究開発�

デイケアセンターとの交流�

天童市との交流教育�

心と体の健康教育推進モデル校�

学力向上プラン�

開かれた学校、理科・環境教育の推進�

豊かな人間性を育む環境教育�

 国際理解教育�

心と環境グローアップ�

一人二鉢運動�

地域に伝わる日本の文化�

英語教育と国際交流�

伝統工芸手描友禅染�

学力向上プラン�

地域の諸教育機関との連携・教育�
（9年間の教育計画）�

商業体験学習「SSSin大久保」�

●学校（園）名� ●活動内容�

各校の特色ある教育活動のうち予算の支援を行った20校�

落

合

第
一
小

学

校

�

西

戸

山

小

学

校

�

戸

塚

第
二
小

学

校

�

特
色
あ
る
学
校
（
園
）
づ
く
り
�

研
究
発
表
校
（
園
）
の
推
進
�

（※1）�

区
立
小

区
立
小
・
中
学
校

中
学
校
の
学
校
選
択
制
度

学
校
選
択
制
度
の
�

申
し
込
み
状
況

み
状
況
を
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す
！
�

区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択
制
度
の
�

申
し
込
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！
�

自分たちでつくったものを売ってベンチャー体験！�

　コンピュータをはじめとするIT技術
を使いこなす能力のこと。コンピュー
タの基礎的な動作原理や特性、適用
場面の理解や、キーボードやマウスな
ど機器の扱い方、文字入力や基本的
な操作方法、データや情報の処理方
法などが含まれます。�

子
ど
も
の
学
力
低
下
と

生
き
る
力
に
つ
い
て

教
育
長
　
　
　
　
　
　
�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�

―校内ＬＡＮモデル校の実践から―

地域で育てる地域で育てる
子どもたち子どもたち

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
　
キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�

中
学
生
実
行
委
員
と
子
ど
も
た
ち
が
主
役
！！�
�

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
２
０
０
４
」
�

　
問
合
せ
 
生
涯
学
習
振
興
課
地
域
教
育
係
�

　
　
　
　
 
 （
３
３
４
１
）４
４
3
4

　
問
合
せ
 
教
育
指
導
課
�

　
　
　
　
 
 （
３
３
４
１
）４
5
7
4

中
学
生
実
行
委
員
、募
集
中
！
�

受 入 �
可 能 数 �

通学区域内の
児童数（ A ）�

計�
（A＋B－C）�

通学区域以外
の方の選択希
望者数（ B ）�

通学区域内の方で
ほかの学校への選
択希望者数（C）�

学校名� 受 入 �
可 能 数 �

通学区域内の
生徒数（ A ）�

通学区域以外
の方の選択希
望者数（ B ）�

通学区域内の方で
ほかの学校への選
択希望者数（C）�

計�
（A＋B－C）�
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

������������������　
現
在
、区
立
学
校
全
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
に
小
学
校
１
校
に
つ
き
20
台
、中

学
校
１
校
に
つ
き
40
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
配
置
さ
れ
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
能

力（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
※
１
参
照
）

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。全
国
的
に

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
敷
設
す
る
学
校
が
増

え
つ
つ
あ
り
、よ
り
一
層
教
育
活
動
の
中

で
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。�

　
そ
こ
で
、新
宿
区
で
も
本
年
９
月
よ

り
モ
デ
ル
校
と
し
て
、新
宿
区
立
余
丁

町
小
学
校
で
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
運
用
が
始

ま
り
、普
通
教
室
に
各
２
台
、６
つ
の
特

別
教
室
に
各
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。�

��������������

　
す
で
に
、余
丁
町
小
学
校
は
、情
報

教
育
に
つ
い
て
先
進
的
な
研
究
を
進
め

て
お
り
、こ
れ
ま
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

利
用
し
た
授
業
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
き

ま
し
た
。総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
も
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
利
用
が
多
く
な
り
、

各
学
年
で
競
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用

し
て
き
ま
し
た
。�

　
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
よ
り
、自
分

の
教
室
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調
べ
学
習
や
学
習

発
表
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
れ

る
機
会
が
さ
ら
に
多
く
な
っ
た
た
め
、一

人
一
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
も
ま

す
ま
す
向
上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
し

て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
掲
示
板
や

メ
ー
ル
の
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
指
導
す
る
教
員
も
教
材
研
究
な
ど

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
、子
ど
も
た

ち
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

た
め
の
授
業
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま

す
。�

�

�

しんじゅくの教育　第65号　平成15年（2003年）12月20日発行� しんじゅくの教育　第65号　平成15年（2003年）12月20日発行�

「
し
ん
じ
ゅ
く
の
教
育
」編
集
担
当
で
は
、皆
様
の
ご
意
見
、ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ま
た
、新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
等
で
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
問
合
せ
　
教
育
政
策
課
企
画
調
整
係
　
　（
３
３
４
１
）４
３
５
２�

津 久 戸 �
江 戸 川 �
市 谷 �
愛 日�
早 稲 田 �
鶴 巻 �
牛 込 仲 之 �
富 　 久 �
余 丁 町 �
東 戸 山 �
四 谷 第 三 �
四 谷 第 四 �
四 谷 第 六 �
花 園 �
大 久 保 �
天 神 �
戸 山 �
戸 塚 第 一 �
戸 塚 第 ニ�
戸 塚 第 三 �
落 合 第 一 �
落 合 第 ニ�
落 合 第 三 �
落 合 第 四 �
落 合 第 五 �
落 合 第 六 �
淀 橋 第 四 �
柏 木 �
西 新 宿 �
西 戸 山 �
合 計 �
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80�
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80�
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80�
80�
80�
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�����������　
教
育
委
員
会
で
は
「
地
域
の
教
育
力
の
充
実
・

支
援
」
と
し
て
、多
く
の
活
動
団
体
と
連
携
し
、

地
域
の
大
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
子

ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
回
は
、こ
れ
か
ら
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

��　
昨
年
に
引
き
続
き
、和
太
鼓
や
芝
居
づ
く
り

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
表
現
活
動
を
行
う
地
域

団
体
が
協
力
し
て
、舞
台
の
博
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。親
子
で
一
緒
に
舞
台
を
楽
し
む
と
と
も

に
、地
域
団
体
同
士
が
交
流
す
る
こ
と
で
、さ
ら

に
個
々
の
活
動
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。�

【
日
時
】平
成
16
年
１
月
18
日（
日
）�

公
演
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
開

場
午
後
１
時
）�

茶
話
会
／
３
時
30
分
〜
４
時
30
分
�

【
会
場
】牛
込
箪
笥
区
民
ホ
ー
ル
�

【
参
加
費
】無
料（
茶
話
会
は
自
由
参
加
・
お
茶

代
２
０
０
円
）�

【
主
催
】同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
実
行
委
員
会
�

��　
中
学
生
が
実
行
委
員
と
な
り
、新
宿
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
大
人
と
協
力
し
て
企
画
、

運
営
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、来
春
で
５
回
目
を

迎
え
ま
す
。�

【
日
時
】平
成
16
年
３
月
27
日（
土
）�

【
会
場
】新
宿
区
立
大
久
保
中
学
校
�

　
昨
年
は
、中
学
生
16
名
で
実
行
委
員
会
を
結

成
。開
催
に
む
け
て
、何
度
も
話
し
合
い
を
重

ね
ま
し
た
。大
人
も
様
々
な
形
で
協
力
を
し
ま

し
た
が
、実
行
委
員
の
自
主
性
を
生
か
し
て
運

営
し
て
い
き
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、「
心
理
ゲ
ー
ム
」「
お
ま
け
付
き
ゲ
ー

ム
」な
ど
の
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、会

場
は
約
２
０
０
人
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。収
益
金
は
、実
行
委
員
会
の
発
案
で
、介
助

犬
協
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。�

���������������

�

「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る『
お
ま
つ
り
』っ
て

ど
ん
な
感
じ
？
」「
自
分
た
ち
が
楽
し
い
こ
と
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」な
ど
な
ど
、み
ん
な
で
意
見

を
出
し
合
い
、作
り
上
げ
る
の
が
実
行
委
員
会

で
す
。「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、や
り
た
い
こ
と
」の

実
現
に
向
け
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
　

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か
は
み
な
さ
ん
次
第
で

す
。中
学
生
の
方
、ど
う
ぞ
ご
応
募
下
さ
い
。�

�����　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
二
年
に
な
り
ま
す
。こ
の
間
、批
判
や
不
安
が

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
学
力
低
下
に
つ
い
て
、ま

た
新
た
に
導
入
さ
れ
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
つ
い
て
、教
育
委
員
会
と
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
か
、こ
の
紙
面
を

借
り
て
報
告
し
ま
す
。�

　
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
伴
い
、授
業
時
間

や
学
習
内
容
が
減
っ
た
こ
と
で
子
ど
も
の
学
力

低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
ご
意
見
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。文
部
科

学
省
は
、「
授
業
時
間
数
が
減
る
代
わ
り
に
、教

え
る
内
容
を
厳
選
し
、従
来
の
詰
め
込
み
や
丸

暗
記
と
い
っ
た
知
識
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、基

礎
・
基
本
の
定
着
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、授
業
が

分
か
ら
な
い
子
を
な
く
す
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
、新
宿
区
教
育
委
員

会
で
は
、小
学
校
六
年
生
か
ら
中
学
校
一
年
生
へ

の
移
行
期
の
学
習
内
容
の
重
複
や
空
白
部
分

を
な
く
す
た
め
、四
谷
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
小
・

中
連
携
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今

で
は
、区
内
全
校
で
同
様
の
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、各
学
校
で
は
、基
礎
・
基
本
の
定

着
を
図
る
た
め
、二
人
の
先
生
を
配
置
し
た
り
、

一
ク
ラ
ス
を
二
組
に
分
割
し
た
少
人
数
に
よ
る

学
習
や
同
じ
教
科
で
も
習
熟
度
に
よ
っ
て
ク
ラ

ス
を
分
け
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
て
学
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
ま
た
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
平
成
14
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、新
宿
区
で
は
平
成

12
年
度
か
ら
試
行
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
狙
い

は
、単
に
知
識
の
量
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

社
会
奉
仕
や
自
然
体
験
を
通
し
て
、積
極
的

に
自
ら
考
え
る
力
、新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。�

　
教
育
委
員
会
と
学
校
で
は
、子
ど
も
た
ち
が

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、解
決
す
る
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
、地
域
と
連
携
し
た
新
た
な
教
育
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
モ
デ
ル
と
し
て
戸
山

中
と
大
久
保
中
の
生
徒
が
、５
年
ほ
ど
前
か
ら

百
人
町
大
久
保
地
区
の
商
店
街
で
の
商
業
体

験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
地
域
と
学
校
の
三
者
が一
体
と
な
っ
て
実
現
し

た
ケ
ー
ス
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
、こ
の
体
験
で

学
ん
だ
成
果
を
校
内
で
発
表
し
公
開
し
て
い
ま

す
。今
後
は
、さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力

の
育
成
と
健
や
か
な
成
長
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
学
力
は
、知
識
だ
け

で
は
な
く
、思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
、学
習

意
欲
な
ど
で
す
。こ
れ
か
ら
も
総
合
的
な
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
、地
域
に
根
ざ
し
た

学
校
の
利
点
を
充
分
に
生
か
し
た
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。�

�

�

������　
新
宿
区
で
は
、平
成
16
年
度
に
小
・
中
学

校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生
を
対
象
に
、学
校

選
択
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
今
号
で
は
、９

月
と
10
月
に
実
施
し
た
小
・
中
学
校
の
申

し
込
み
結
果
等
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
学
校
選
択
制
度
に
つ
い
て
、詳
し
く
は

新
宿
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.city.�

sh
in
ju
k
u
.to
k
yo
.jp
)

の
教
育
委
員
会
の

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
�

�〔
小
学
校
〕
�

�【
市
谷
・
戸
塚
第
一
・
落
合
第
一
・
落
合
第
四

小
学
校
】�

　
受
け
入
れ
可
能
数
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

抽
選
を
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。施
設
の
状

況
、私
立
小
学
校
へ
の
過
去
の
入
学
の
動
向

等
を
検
討
し
た
結
果
、希
望
者
全
員
の
入
�

������学
が
可
能
と
判
断
し
た
た
め
で
す
。�

【
余
丁
町
・
花
園
小
学
校
】�

　
入
学
希
望
者
数
は
受
け
入
れ
可
能
数
と

ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、通
学
区
域
外
の
方
を

対
象
に
抽
選
を
実
施
し
ま
し
た
。過
去
の
転

入
者
の
動
向
等
か
ら
、今
後
、受
け
入
れ
可

能
数
を
上
回
る
可
能
性
が
あ
り
、施
設
の
状

況
も
教
室
の
転
用
が
困
難
な
た
め
で
す
。�

　
ま
た
、隣
接
通
学
区
域
に
今
後
転
入
・
転

居
す
る
方
で
、余
丁
町
・
花
園
小
学
校
を
選

択
す
る
方
は
、受
付
順
に
補
欠
登
録
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。�

【
西
戸
山
小
学
校
】�

　
受
入
れ
可
能
数
は
超
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
転
入
者
の
動
向
等
か
ら
推
測
す
る

と
受
け
入
れ
可
能
数
を
上
回
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。抽
選
は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、隣
接
通
学
区
域
に
今
後
転
入
・
転
居
す

る
方
で
、西
戸
山
小
学
校
を
選
択
す
る
方
は
、

受
付
順
に
補
欠
登
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

【
そ
の
ほ
か
の
小
学
校
】�

　
抽
選
は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。�

�〔
中
学
校
〕
�

�　
牛
込
第
二
・
牛
込
第
三
・
四
谷
・
戸
塚
第
一・

落
合
・
落
合
第
二
・
西
新
宿
中
学
校
で
、入
学

希
望
者
数
が
受
け
入
れ
可
能
数
を
上
回
り

ま
し
た
が
、施
設
の
状
況
、私
立
中
学
校
へ
の

過
去
の
入
学
の
動
向
等
を
検
討
し
た
結
果
、

希
望
者
全
員
の
入
学
が
可
能
と
判
断
し
、す

べ
て
の
学
校
で
抽
選
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

（
牛
込
第
三
中
学
校
は
、今
後
の
転
入
者
の

動
向
等
か
ら
推
測
す
る
と
受
け
入
れ
可
能

数
を
上
回
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、今
後
通

学
区
域
外
に
転
入
・
転
居
す
る
方
で
、同
校

を
選
択
す
る
方
は
、受
付
順
に
補
欠
登
録

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。�

　
問
合
せ
 
学
校
運
営
課
学
校
運
営
支
援
係

　
　
　
　
 
 （
３
３
４
１
）４
3
8
3

学校名�

31�
41�
75�
37�
84�
36�
55�
24�
54�
37�
53�
38�
40�
33�
52�
26�
65�
80�
48�
35�
84�
58�
55�
83�
41�
60�
43�
48�
45�
52�

1,513

12�
1�
28�
7�
23�
1�
10�
6�
33�
16�
11�
6�
3�
11�
2�
7�
21�
16�
9�
3�
16�
6�
29�
11�
5�
2�
7�
11�
0�
26�
339

5�
21�
4�
6�
19�
18�
11�
8�
7�
10�
5�
20�
9�
5�
26�
16�
21�
1�
19�
18�
10�
16�
3�
8�
16�
16�
12�
4�
3�
2�

339

38�
 21�
99�
38�
88�
19�
54�
22�
80�
43�
59�
24�
34�
39�
28�
17�
65�
95�
38�
20�
90�
48�
81�
86�
30�
46�
38�
55�
42�
76�

1,513

計�

牛 込 第 一 �
牛 込 第 二 �
牛 込 第 三 �
四 谷 �
戸 塚 第 一 �
東 戸 山 �
落 合 �
落 合 第 ニ�
西 新 宿 �
大 久 保 �
西 戸 山 �
西 戸 山 第 二 �
戸 山 �
合 計 �

160�
120�
120�
160�
120�
120�
120�
160�
120�
120�
120�
120�
120�
1,680

94�
113�
158�
165�
104�
137�
127�
178�
127�
73�
91�
98�
93�

1,558

45�
38�
58�
15�
28�
4�
22�
20�
9�
9�
27�
0�
15�
290

41�
17�
9�
4�
7�
92�
7�
9�
4�
32�
8�
43�
17�
290

98�
134�
207�
176�
125�
49�
142�
189�
132�
50�
110�
55�
91�

1,558

●小学校　学校選択制度（9月1日～24日）選択結果�

●中学校　学校選択制度（10月1日～31日）選択結果�

�������������������　
新
宿
区
で
は
、す
べ
て
の
小
・
中
・
養
護
学

校
、幼
稚
園
で
子
ど
も
の
確
か
な
学
力
の
向

上
と
よ
り
効
果
的
な
人
間
性
の
育
成
の
た

め
に
、特
色
あ
る
学
校（
園
）づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。�

　
「
特
色
あ
る
学
校（
園
）づ
く
り
」
と
は
、

学
校（
園
）が
従
来
の
教
科
の
授
業
を
行
う

だ
け
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
や
保
護
者
、地

域
の
期
待
に
応
え
、学
校（
園
）の
創
意
工
夫

で
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る
取
り

組
み
で
す
。具
体
的
に
は
、「
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
地
域
の
方
を
招
く
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
積
極
的
に
地
域
と
交
流

す
る
」、「
環
境
を
生
か
し
た
自
然
観
察
を

行
う
」、「
英
語
活
動
を
通
し
て
国
際
理
解

を
深
め
る
」、「
伝
統
・
文
化
に
触
れ
、郷
土

愛
を
育
む
」な
ど
学
校
や
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
教
育
委
員
会
で
は
、今
年
度
、特
色
あ
る

学
校（
園
）づ
く
り
事
業
と
し
て
20
校（
園
）

に
予
算
の
支
援
を
し
て
い
ま
す（
下
表
参
照
）。

今
後
は
、さ
ら
に
多
く
の
学
校（
園
）に
拡
大

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

　
こ
う
し
た
特
色
あ
る
学
校（
園
）づ
く
り

の
取
り
組
み
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
は
新
し

い
分
野
や
人
と
の
出
会
い
に
よ
り
、個
性
や

可
能
性
を
伸
ば
し
、地
域
と
の
か
か
わ
り
に

よ
っ
て
、生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。�

��“一人
二
鉢
運
動
”〜
自
分
と
町
を
花
で
飾
ろ
う
�

　「
こ
れ
は
私
た
ち
が
育
て
た
花
で
す
」と

差
し
出
す
子
ど
も
た
ち
。「
あ
り
が
と
う
。

大
切
に
育
て
ま
す
」と
笑
顔
で
受
け
取
る
駅
、

消
防
署
、児
童
館
な
ど
の
地
域
の
皆
さ
ん
。�

　
今
年
度
、落
合
第
一
小
学
校
で
は
、『
一
人
二

鉢
運
動
〜
一
鉢
は
自
分
や
家
庭
に
、も
う
一
鉢

は
地
域
に
〜
』に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。種

ま
き
、水
や
り
、植
え
替
え
と
一
生
懸
命
に
世

話
を
し
て
、ペ
ニ
チ
ュ
ア
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、コ

ス
モ
ス
、百
日
草
な
ど
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、自
ら
育
て
た
花
で
町
を
飾

る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、地
域
に
愛
着

を
持
ち
、心
豊
か
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。�

��

���������

　
�

�　
新
宿
区
で
は
、現
在
の
区
の
教
育
課
題

や
学
校（
園
）内
の
課
題
に
つ
い
て
、モ
デ
ル

校
を
設
定
し
て
２
年
間
の
研
究
を
進
め
、

毎
年
８
校（
園
）程
度
が
研
究
の
発
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

　
研
究
発
表
校
は
、学
校
ご
と
に「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
や
各
教
科
の
指
導
や
評
価

に
つ
い
て
」「
小
・
中
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

な
ど
の
統
一テ
ー
マ
を
設
定
し
、全
学
年
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。一ク
ラ
ス
の
授
業
を
校

内
の
先
生
全
員
で
見
学
し
意
見
を
出
し
合
っ

た
り
、講
師
を
招
い
て
テ
ー
マ
を
分
析
し
た
り
、

工
夫
を
こ
ら
し
て
よ
り
よ
い
授
業
づ
く
り
の

研
究
を
進
め
、公
開
授
業
と
し
て
発
表
し
ま

す
。特
に
、全
国
研
究
大
会
と
し
て
行
わ
れ

る
研
究
発
表
に
は
、自
校
だ
け
で
は
な
く
区

内
他
校
の
教
員
も
協
力
し
、よ
り
充
実
し
た

発
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
研
究
発
表
を
重
ね
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
、区

立
学
校
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。�

������

��　
西
戸
山
小
学
校
で
は
、「
う
ご
か
せ
、こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
」を
共
通
イ
メ
ー
ジ
に
掲
げ
、「
自

ら
学
び
、豊
か
に
か
か
わ
る
子
ど
も
の
育
成

―
問
い
を
も
っ
て
追
究
し
、学
び
あ
う
活
動

を
通
し
て
―
」を
テ
ー
マ
に
、社
会
科
・
生
活

科
に
お
い
て
２
年
間
の
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。10
月
31
日
に
は
、全
国
小
学
校
社
会

科
研
究
協
議
会
東
京
大
会
を
兼
ね
た
研
究

発
表
を
行
い
ま
し
た
。�

　
社
会
科
で
は
、「
市
民
・
国
民
と
し
て
行
動

す
る
上
で
必
要
な
資
質
」、言
い
換
え
れ
ば

「
み
ん
な
の
中
で
生
き
て
い
け
る
知
恵
」の
基

礎
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
標
で
あ
り
、体

験
的
な
活
動
や
多
様
な
活
動
を
通
し
て
、子

ど
も
た
ち
が
問
い
を
も
っ
て
追
求
し
、意
欲

的
に
学
び
合
う
こ
と
で
、社
会
的
な
見
方
や

考
え
方
が
育
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�����������������　
戸
塚
第
二
小
学
校
の
テ
ー
マ
は「
感
じ
る

子
・
調
べ
る
子
・
考
え
る
子
の
育
成
―
理
科
・

生
活
科
を
通
し
て
―
」。地
域
の
自
然
観
察

を
中
心
と
し
た「
見
つ
け
た
活
動
」を
通
し

て
、自
然
環
境
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、

自
分
で
課
題
を
見
つ
け
考
え
る
と
い
う
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、疑
問

を
感
じ
た
り
感
動
す
る
体
験
を
繰
り
返
す

中
で
、自
分
で
調
べ
解
決
す
る
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
す
こ
と
を
身
に
付

け
る
と
と
も
に
、自
然
を
愛
す
る
心
も
育
っ

て
き
て
い
ま
す
。�

�

西戸山幼稚園�

鶴 巻 幼 稚 園 �

戸 山 幼 稚 園 �

市 谷 小 学 校 �

富 久 小 学 校 �

東戸山小学校�

四谷第三小学校�

四谷第四小学校�

四谷第六小学校�

花 園 小 学 校 �

大久保小学校�

天 神 小 学 校 �

戸塚第三小学校�

落合第一小学校�

落合第六小学校�

西新宿小学校�

西戸山小学校�

四 谷 中 学 校 �

戸塚第一中学校�
�

戸 山 中 学 校 �

地域のネットワークを生かした幼稚園教育�

子育て支援�

英語で遊ぼう�

金沢小との交流教育�

英語活動の研究開発�

デイケアセンターとの交流�

天童市との交流教育�

心と体の健康教育推進モデル校�

学力向上プラン�

開かれた学校、理科・環境教育の推進�

豊かな人間性を育む環境教育�

 国際理解教育�

心と環境グローアップ�

一人二鉢運動�

地域に伝わる日本の文化�

英語教育と国際交流�

伝統工芸手描友禅染�

学力向上プラン�

地域の諸教育機関との連携・教育�
（9年間の教育計画）�

商業体験学習「SSSin大久保」�

●学校（園）名� ●活動内容�

各校の特色ある教育活動のうち予算の支援を行った20校�

落

合

第
一
小

学

校

�

西

戸

山

小

学

校

�

戸

塚

第
二
小

学

校

�

特
色
あ
る
学
校
（
園
）
づ
く
り
�

研
究
発
表
校
（
園
）
の
推
進
�

（※1）�

区
立
小

区
立
小
・
中
学
校

中
学
校
の
学
校
選
択
制
度

学
校
選
択
制
度
の
�

申
し
込
み
状
況

み
状
況
を
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す
！
�

区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択
制
度
の
�

申
し
込
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！
�

自分たちでつくったものを売ってベンチャー体験！�

　コンピュータをはじめとするIT技術
を使いこなす能力のこと。コンピュー
タの基礎的な動作原理や特性、適用
場面の理解や、キーボードやマウスな
ど機器の扱い方、文字入力や基本的
な操作方法、データや情報の処理方
法などが含まれます。�

子
ど
も
の
学
力
低
下
と

生
き
る
力
に
つ
い
て

教
育
長
　
　
　
　
　
　
�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�

―校内ＬＡＮモデル校の実践から―

地域で育てる地域で育てる
子どもたち子どもたち

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
　
キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�

中
学
生
実
行
委
員
と
子
ど
も
た
ち
が
主
役
！！�
�

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
２
０
０
４
」
�

　
問
合
せ
 
生
涯
学
習
振
興
課
地
域
教
育
係
�

　
　
　
　
 
 （
３
３
４
１
）４
４
3
4

　
問
合
せ
 
教
育
指
導
課
�

　
　
　
　
 
 （
３
３
４
１
）４
5
7
4

中
学
生
実
行
委
員
、募
集
中
！
�

受 入 �
可 能 数 �

通学区域内の
児童数（ A ）�

計�
（A＋B－C）�

通学区域以外
の方の選択希
望者数（ B ）�

通学区域内の方で
ほかの学校への選
択希望者数（C）�

学校名� 受 入 �
可 能 数 �

通学区域内の
生徒数（ A ）�

通学区域以外
の方の選択希
望者数（ B ）�

通学区域内の方で
ほかの学校への選
択希望者数（C）�

計�
（A＋B－C）�



親
し
ま
れ
る

親
し
ま
れ
る

歴
史
博
物
館

歴
史
博
物
館

に
向
け
て

に
向
け
て

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

★本紙は新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。�

����������　
教
育
委
員
会
で
は
、昨
年
発
生
し
た
歴
史
博

物
館
所
蔵
資
料
の
事
件
、事
故
を
ふ
ま
え
、厳

正
な
資
料
管
理
の
も
と
で
、こ
れ
か
ら
の
歴
史

博
物
館
が
区
民
を
は
じ
め
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
か
ら
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
き
ま
し
た
。�

　
昨
年
12
月
に
は
、「
親
し
ま
れ
る
歴
史
博
物

館
を
考
え
る
会
」を
設
置
し
、博
物
館
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。こ
の
検
討
結
果
が
こ
の
た
び「
提

言
」と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。新
宿
区
は
、こ
の「
提
言
」を

も
と
に
、親
し
ま
れ
る
歴
史
博
物
館
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。�

�
　平成16年4月から、区民ギャラリーの2階部分は、（仮称）環境学習情報センター
となりますので、区民ギャラリーとしての利用はできなくなります。�
　1階は、引き続きご利用いただけますが、区民利用の場合でも有料（平成16年
10月利用分から）となります。詳細は下記にお問い合わせください。�
�

�
◆教育委員会について�

　教育委員会は、区議会の同意を得て区長が任命した５
名の委員で構成する合議制の執行機関です。�
　会議は、毎月１回第１金曜日に定例会を、また、必要に応
じて臨時会を開催して、教育行政の基本的施策の決定や
議案の審議をするほか、諸事項について事務局から報告
を受けています。�
　今号では、平成15年8月1日から12月5日までに行われた
教育委員会の主な議決事項等をお知らせいたします。�
�

■議　　案�

○平成16年度使用新宿区立小学校、中学校教科用図書
　の採択について�
○平成15年度新宿区一般会計補正予算（第３号）について�
○平成16年度新宿区立幼稚園の学級編制方針について�
○新宿区立区民ギャラリー条例（全部改正）について�
�

○新宿区文化財保護審議会委員の委嘱について�
○第五次・学校適正配置計画について�
○新宿区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を
　改正する条例について�
�
■報告事項�

○21世紀の区立幼稚園ビジョン検討委員会について�
○第２回新宿シティーハーフマラソンの実施について�
○平成16年度区立小学校・中学校の申込状況について�
○学校給食調理業務民間委託実施校について�
○スクール・コーディネーター制度について�
○親しまれる歴史博物館を考える会の提言について�
○新宿区子ども読書活動推進計画（素案）について�
�

■協議事項�

○「教育行政の推進にあたって」について�

�

　教育委員会では、平成１5年11月19日に第1回「幼児・児童・生徒表彰」を行い、
表彰状と盾を授与し、その栄誉をたたえました。�
■団　　体�

新宿区立四谷中学校硬式テニス部�
　第42回東京都中学校総合体育大会　団体男子の部第3位�
新宿区立戸塚第三小学校1～3年児童�
　地域の高齢者へのボランティア活動�
■個　　人�

岸本　翔太郎さん（落合第一小学校6年）�
平成15年度全日本ジュニアテニス選手権大会  12歳以下男子ダブルス準優勝�

日下　虎太朗さん（落合第一小学校6年）�
平成15年度東京都空手選手権大会　小学生6年組手の部優勝�

三井　梨紗子さん（落合第一小学校4年）�
平成15年度全国JOCジュニアオリンピックカップ�
10～12歳部門シンクロ競技チーム第5位�

藤平　翔さん（牛込第二中学校3年）�
2003年C.A.B.A（米国選手権大会）ベスト8�

長谷川　未佳さん（牛込第二中学校2年）�
南関東ブロックジュニアスキー選手権大会　回転競技第3位�

清水　貴司さん（戸塚第一中学校2年）�
平成15年度東京都中学校放送コンテスト　アナウンス部門準優勝�

栗栖　泰之介さん（戸塚第一中学校2年）�
平成15年度東京都中学校放送コンテスト　朗読部門第3位�

浅野　真雄さん（戸塚第一中学校3年）�
平成15年度東京都中学校春季体操競技大会　男子あん馬、男子跳馬第2位�

宮本　雄志郎さん（四谷中学校1年）�
平成15年度全国JOCジュニアオリンピックカップ　200メートルリレー優勝�
�
�
�

●新宿区は、身近な環境に配慮した、地球にやさしいまちづくりを推進しています。「しんじゅくの教育」は、森林資源の保護とリサイクル促進のため、古紙を利用した再生紙を使用しています。�
�
�
�

しんじゅくの教育　第65号　平成15年（2003年）12月20日発行�

�
　一年ぶりに新宿シティハーフマラソンが復活します。4,000人ものマラソン愛好
家や子どもたち、親子が参加します。ゲストランナーとして瀬古利彦さん（エスビー
食品陸上部監督）も登場！　沿道から、国立競技場から、あたたかい声援をお送
りください（コース等の詳細はレガスホームページhttp ://www.regasu-
shinjuku.or.jpをご覧ください）。�
【日時・種目】平成16年2月1日（日）ハーフマラソンの部（午前10時30分～）、
　10kmの部（午前９時10分～）、�
　健康マラソンの部〔３km・２km〕�
   （午前９時13分～）�
【主催】新宿区・新宿区教育委員会・
　新宿シティハーフマラソン実行委員会�
【主管】新宿区陸上競技協会・東京�
　陸上競技協会・(財)新宿区生涯学
　習財団�

�
�
　会議の日程、場所、開始時刻、議案等については、
四谷区民センター（内藤町87）の教育委員会掲示
板に掲示しています。または、下記までお問合せく
ださい。�
　傍聴をご希望される方は、開始時刻の10分前ま
でに会議場へお越しください。その場で傍聴券を
お渡しします。ただし、お酒を飲んでいる等傍聴を
するのに不適当と認められるときや会議場の都合
で多くの方が入場できないときには、傍聴をお断り
する場合があります。�
  また、議案等の内容が個人情報に関係するなど
会議を公開することが不適当と教育委員会が決
定した場合は、非公開とすることもありますので、あ
らかじめご了承ください。�
���　問合せ　教育政策課管理係　　（3341）4332

教育委員会はどなたでも傍聴できます�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

編集・発行／新宿区教育委員会　新宿区内藤町87　電話3209－1111�
http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/�

平和宣言都市・環境宣言都市�

新宿区�

第65号�
平成15年（2003年）12月20日�
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古紙配合率100%再生紙を使用しています�

　新宿歴史博物館は、全館燻蒸作業のため休館します。�
【臨時休館日】12月23日(火・祝)～28(日)�
　なお、年末年始のため12月29日(月)～1月3日(土)はお休みします。このため、
年内は12月21日(日)まで開館し、年始は1月4日(日)から開館します。�
�

�
�
　12月5日開催の教育委員会定例会で、「第五次・学校適正配置計画」として
決定された戸塚・大久保地区中学校適正配置の概要は以下のとおりです。�
【統合】戸塚第一中学校と戸山中学校、東戸山中学校と大久保中学校を統合�
【実施時期】平成17年4月1日（下記の仮校舎で新校開校）�
【仮校舎】新校舎建設期間中は戸山中学校と東戸山中学校を仮校舎とする�
【統合新校の位置】戸塚第一中学校と大久保中学校の校地�
【校名】戸塚第一・戸山中学校の統合新校名称「新宿区立西早稲田中学校」�
　　　東戸山・大久保中学校の統合新校名称「新宿区立新宿中学校」�
【通学区域】統合新校の各々の通学区域は、戸塚第一中学校と戸山中学校の
通学区域を併せた区域、東戸山中学校と大久保中学校の通学区域を併せた
区域�
�
�
�

　平成11年度から取り組みを続けている四谷地区小学校の適正配置につい
ては、この夏に旧四谷第一、四谷第三及び四谷第四小学校関係者を対象に、
合同の地域説明会を開催させていただきました。�
　今後も、引き続き統合に向けて、話し合いを進めてまいります。�
�

������������������●
子
ど
も
た
ち
の
読
書
は
今
�

　
読
書
活
動
は
、子
ど
も
が
言
葉
を
学
び
、感

性
を
磨
き
、表
現
力
や
創
造
力
を
高
め
な
が
ら
、

将
来
の
夢
を
育
み
、自
己
実
現
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、一
方
で
読
書
活
動
に
関
す
る
最
近
の

調
査（
※
１
）に
よ
る
と
、小
・
中
・
高
校
生
の
不

読
者
率（
1
ヶ
月
間
1
冊
も
本
を
読
ま
な
か
っ

た
者
）は
過
去
最
高
を
示
し
、読
書
離
れ
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
国
際
的
な
調
査（
※
２
）で
も「
趣

味
と
し
て
読
書
を
し
な
い
」
生
徒
の
割
合
が
、

O
E
C
D
参
加
国
の
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、

最
も
高
い
割
合
を
示
す
な
ど
、子
ど
も
の
読
書

環
境
を
憂
慮
し
、積
極
的
な
整
備
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

●
国
・
都
の
動
き
�

　
こ
う
し
た
中
、平
成
13
年
12
月
に「
子
ど
も

読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ

れ
、国
や
地
方
公
共
団
体
が
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。東
京
都
は
平
成
15
年
3
月
に「
東

京
都
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を
策
定

し
、都
の
取
組
み
と
区
市
町
村
に
期
待
す
る
取

組
み
を
示
し
ま
し
た
。�

�●
計
画
策
定
に
向
け
て
�

　
新
宿
区
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
本
離
れ
、読

書
離
れ
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
16

年
3
月
の
公
表（
予
定
）に
向
け
て
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、計
画
に
盛
り
込

も
う
と
し
て
い
る
内
容（
骨
子
と
具
体
的
な
取

組
み
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�
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概
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�����●
基
本
的
方
針
�

�①
資
料
収
集
意
図
を
明
確
に
す
る
�

②
的
確
な
資
料
収
集
を
行
う
。�

③
資
料
の
綿
密
な
調
査
を
す
る
。�

④
資
料
を
責
任
を
も
っ
て
保
存
し
、活
用
す
る
。�

⑤
職
員
の
能
力
と
施
設
を
活
か
す
。�

　
こ
れ
ら
の
方
針
の
も
と
、区
民
の
参
加
を
よ

り
進
め
る
た
め
の
体
制
が
必
要
で
す
。�

●
具
体
的
な
取
り
組
み
�

�・
博
物
館
経
営
の
活
性
化
�

　
常
設
展
示
の
工
夫
や
思
い
切
っ
た
事
業
展
開

の
実
施
、区
民
か
ら
の
調
査
要
望
に
応
じ
ら
れ

る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
確
立
、ま
た
、区
内
民
間

ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
共
同
企
画
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョッ

プ
の
設
置
な
ど
柔
軟
な
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、

博
物
館
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。ま
た
、諮

問
機
関
や
友
の
会
を
設
置
し
た
り
、多
様
な
場

面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、博
物
館
の
運
営

の
活
力
と
す
る
。�

・
子
ど
も
に
親
し
ま
れ
る
た
め
の
博
物
館
�

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来
ら
れ
る
よ

う
な
雰
囲
気
づ
く
り
や
保
護
者
へ
の
情
報
提
供

を
行
う
。ま
た
、学
校
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り
、小
・
中
学
生
の
利
用
を
促
進
す
る
。�

・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
博
物
館
情
報
の
提
供
�

　
所
蔵
資
料
を
適
正
か
つ
有
効
に
活
用
す
る

た
め
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、誰
も
が
気
軽
に
情
報

を
活
用
で
き
る
よ
う
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し

て
、十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
。�

・
施
設
・
設
備
な
ど
の
環
境
整
備
�

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
年
代

に
と
っ
て
魅
力
的
な
博
物
館
と
な
る
よ
う
、表

示
案
内
の
整
備
や
展
示
室
の
充
実
な
ど
、く
つ

ろ
げ
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
。�

�　
な
お
、「
提
言
」の
全
文
は
生
涯
学
習
振
興

課
文
化
財
係
・
新
宿
歴
史
博
物
館
・
区
立
図
書

館
・
区
政
情
報
セ
ン
タ
ー
等
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、�

新
宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

（http://w
w
w
.city.shinjuku.tokyo.jp/

）で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。�

計画の骨子と具体的な取組

家庭での読書活動の啓発・支援／読み聞かせに関する事業の推進・支援／地域ボランティ
ア等との連携・支援／情報提供の充実／病院サービスなど�

●図書館・学校等における読書環境の充実を図ります。�

中央図書館児童室の充実／図書選書、レファレンスの充実／学校図書館図書の充実／
学校図書館におけるボランティアの活用／研修の充実／団体貸出の利用推進など／�
区立図書館と学校図書館の連携／外国語のお話し会の開催／人形劇等の充実など�
�

ご意見は、平成16年1月6日(火)までに中央図書館管理係（〒161-0033 下落合1-9-8）へ郵送(必着)・
FAX（5389-2241）またはご持参ください。新宿区ホームページでも受け付けています。�
（パブリック・コメントの詳細については、ホームページと「広報しんじゅく」12月15日号に掲載しています。）�

●読書活動に関わる人たちと団体を支援します。�

地域ボランティアとの連携／情報提供の充実／「読み聞かせ会」講演会の開催�

各区立図書館・広報課（本庁舎３階）・教育政策課企画調整係（四谷庁舎５階）で配布す
るほか、新宿区ホームページの図書館のページでも全文をご覧いただけます。�

「新宿区子ども読書活動推進計画（素案）」について、ご意見をお寄せください�

※１�
「第49回学校読書調査(全国学校図書館
協議会・毎日新聞社平成15年6月実施)」�
＜不読者率－1ヶ月間1度も本を読まなかっ
た者＞�
�
�
�
�
※２�
「OECD（経済協力開発機構）生徒の学習
到達度調査（PISA）2000年」�
＜趣味で読書をしない生徒の割合＞�
�
�

9.3％�
31.9％�
58.7％�

小学生（4年生以上） �
中学生�
高校生�

：�
：�
：�

：�
：�
55.0％�
31.7％�

日本 �
OECD参加国の平均�

きしもと� しょうたろう�

く さ か � こ　た　ろう�

み つ い � り　さ　こ�

ふじひら� かける�

は せ が わ � み　か�

し み ず � た か し �

く り す � ひ ろ の す け �

あ さ の � ま　お�

みやもと� ゆ う し ろ う �

「新宿区子ども
読書活動推進計画
を策定しています」

「新宿区子ども
読書活動推進計画
を策定しています」

「新宿区子ども
読書活動推進計画
を策定しています」

「新宿区子ども読書活動推進計画（素案）」の全文を配布しています。�

●子どもの読書の機会が増えるよう家庭・地域等の読書環境の整備を図ります。�

読み聞かせをする親子（中央図書館児童室にて）�

親
し
ま
れ
る

歴
史
博
物
館

に
向
け
て

　問合せ　生涯学習財団事業課　　　（3232）7701

　問合せ　生涯学習振興課　　　（3341）4439 　問合せ　新宿歴史博物館（三栄町22）　　　（3359）2131

　問合せ　教育環境整備課　　　（3341）4358
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